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　　　　　　　　　　　　　　　食生活とエコロジ一思想

　　　　　　　　　　　　　　聖徳大短大　　○　小笠原規子

　目的従来、食生活についての研究は主として「人間のH康のための食生活」という視

点からなされてきたが、近時「人間の(戌と地球のSi順のための食生活｝を標榜する剛究

が目立つようになってきた。そこで、このような食生活についての研究の動向を歴史的側

而と理論的側而のiinjiliiから検討し、食皿活の研究の分野にエコロジーai想がどのようにし

て入りこんできたか、今後の課題は何かについて考^する。

　方法　19 7 7年２月アメリカの上院に提出されたいわゆる'McGo V e r n報Sj

と、このころからアメリカに出始めた肉を用いない野菜や豆などのn理の効用を説く調理

書や食生活に関する研究書等文献のm討とこれ基づく考察による。

　結果　アメリカでは、19 7 0年代から肉食中心の食生活のr人間の健康jに対する弊

害か娠鳩され、野菜や豆専の料理の研究が目立つようになったものの、当切は「地球の健

miという視点はみられなかったが- 8 0 年俊半になると、「地球の健康」という視点

も璽視されるようになった。これを支えるものは.いわゆるエコロジー思忽であり、「人

間と地球の健康のための食生活jを目詣すもので、その実現のために必要なこれからの課

題は、人間もエコシステムの巾に組込まれているという認識（いわゆる機械的I!*界観から

閲係的m界観への転煥）と、肉に代わる蛋白庫についての研究、とりわけ蛋白n哺完の原

理につい七の研究を深め･ることである。
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　　　　食行動質問紙の作成に関する研究

　　　　日本大学　○伊藤真理子　花沢成一

目的　食行動に影響を及ぼす心理的要因について検討するとともに, 食行動をできる限

り多面的に捉えることができる質問紙を作成することを目的とした．

　方法　川質問紙作成　小Ｔ大学学部学生40名（男23名,女16名,無記名1名,平均年齢20.6歳）

を対象に，文章完成方形式により食行動に関する項目を収集した．期間は1993年12月であっ

た. (2)得られた項目を大学院生7名によI) ,カテゴリー分けさせた. ③そのカテゴリーの性

質を表す文章を選び項目を精選して，得られた87項目について調査を行った.

(2)調査　Ｎ大学学部学生1G1名（男45名,女116名,平均年齢20.0歳)を対象に, 1994年6月実施

した．各項目に対して自分の行動に該当するかを, 5段階評定尺度上に回答させた．

　結果　各項目別に平均値,標準偏差を求め, 偏りがある項目を除き，正規性を確ISする

ためにShapiro-Wilk統計量を求めた. 87項目相互の相関係数を求め，絶対値が, OJiil上のも

のは片方の項目を削除した. JJi上のような手順により，残された82項目について統計パッ

ケージSASの因子分析法により分析した．エカマックス回転後，斜交プロマックス回転法を

用い，因子数7の指定で最適解を得た．因子負荷量の低い項目I，複数の因子に負荷量のある

項目を削除して，再計算を行い，質問紙を修正した．因子の解釈及び命名は，因子負荷量

が40W上の項目を対象とし，第1因子を「衝動的要因」，第2因子を「趣味的要因」，第3因

子を「残食の要因」，第4因子を「m康的要因」，第5因子を「食の自己基準」，第6因子を

　「周囲への気兼ね」，第7因子を「ダイエット要因」と命名した．本調査から食行動には生

理的な要因のみならず，感情や対人関係など心理的な要因が含まれることが示唆された．


